
漢字の答え 

 

２ １ 

⑩
ひ
み
つ 

⑨
ほ
う
し
ん 

⑧
は
ん 

⑦
き
け
ん 

⑥
と
う
ろ
ん 

⑤
す
じ
み
ち 

④
そ
ん
ざ
い 

③
た
も 

②
む
ず
か 

①
や
し
な 

⑩
び
ょ
う
ど
う 

⑨
つ
ご
う 

⑧
こ
う
り
ゅ
う 

⑦
し
て
い 

⑥
し
ん
が
く 

⑤
い
と 

④
て
ん
ね
ん 

③
く
ん
れ
ん 

②
ゆ
た 

①
そ
そ 

⑩
残
念 

⑨
未
知 

⑧
成
績 

⑦
投
票 

⑥
有
害 

⑤
航
海 

④
苦
労 

③
節
約 

②
気
候 

①
競 

⑩
希
望 

⑨
興
味 

⑧
関
係 

⑦
栄
養 

⑥
種
類 

⑤
仲
間 

④
協
力 

③
記
録 

②
初 

①
始 

４ ３ 

④
四
苦
八
苦

し

く

は

っ

く 

③
一
石

い
っ
せ
き

二
鳥

に
ち
ょ
う 

②
東
西
南
北

と
う
ざ
い
な
ん
ぼ
く 

①
春
夏
秋
冬

し
ゅ
ん
か
し
ゅ
う
と
う 伊

→
イ 
久
→
ク 

保
→
ホ 

末
→
マ 
加
→
カ 

流
→
ル 

多
→
タ 

江
→
エ 

止
→
と 

也
→
や 

太
→
た 

女
→
め 

和
→
わ 

天
→
て 
不
→
ふ 

世
→
せ 

⑩
よ
う
い 

⑨
り
え
き 

⑧
け
び
ょ
う 

⑦
ふ
く
ざ
つ 

⑥
ほ
う
ふ 

⑤
て
き
せ
つ 

④
し
ょ
う
ち 

③
し
ゅ
う
か
ん 

②
こ
う
か 

①
あ
や
ま 

自
由
自
在
、
自

業
自
得
、
自
給

自
足
な
ど 

⑥
自
主

じ

し

ゅ

自
立

じ

り

つ 

⑤
十
人
十
色

じ
ゅ
う
に
ん
と
い
ろ 

⑩
衣
類 

⑨
漁
業 

⑧
追
加 

⑦
特
有 

⑥
自
然 

⑤
原
料 

④
約
束 

③
便
利 

②
低 

①
覚 

６ ５ 

⑩
発
電 

⑨
食
塩 

⑧
植
物 

⑦
気
体 

⑥
生
物 

⑤
ち
そ
う 

④
じ
ょ
う
け
ん 

③
ひ
ょ
う
ほ
ん 

②
さ
よ
う
て
ん 

①
こ
き
ゅ
う 

⑩
た
て 

⑨
ち
ゅ
う
じ
ょ
う 

⑧
は
ん
け
い 

⑦
ぎ
ゃ
く
す
う 

⑥
し
ゅ
く
ず 

⑤
た
い
お
う 

④
す
い
ち
ょ
く 

③
わ
り
あ
い 

②
へ
い
き
ん 

①
ひ
れ
い 

          

⑩
長
方
形 

⑨
等 

⑧
直
角 

⑦
立
体 

⑥
対
角 

⑤
合
同 

④
約
数 

③
習 

②
計
算 

①
面
積 

 

 

 

 

 

 

 

 



算数の答え 

１ 

  たし算 (1)３５＋７５＝１１０ (2) ２５４＋３１７＝５７１ 

  引き算 (3)９６－２８＝６８  (4) ３１５－２１６＝９９ 

  かけ算 (5)６３×８＝５０４  (6)１０２×８＝８１６ 

  わり算 (7)７２÷３＝２４  (8)１０４÷４＝２６ 

  たし算 (9)０.２＋０.３＝０.５ (10)１.８＋２.５＝４.３  (11)６.９＋８.１＝１５ 

  ひき算 (12)０.５－０.３＝０.２ (13)１.４－０.８＝０.６  (14)２.４－０.６＝１.８ 

  小数と整数の計算 (15)４.９＋６＝１０.９ (16)５.２－４＝１.２ 

 

２ 

  (1)５６－(２９＋５)＝５６－３４＝２２ (  )の中を先に計算する 

  (2)１００－(５９－８)＝１００－５１＝４９ (  )の中を先に計算する 

(3)７×(５１＋５６)＝７×１０７＝７４９ (  )の中を先に計算する 

(4)(３５＋９５)÷２６＝１３０÷２６＝５ (  )の中を先に計算する 

(5)３６÷３×２＝１２×２＝２４ 

(6)８×７＋６×５＝５６＋３０＝８６  かけ算を先に計算する 

(7)７×１８＋７×３２＝１２６＋２２４＝３５０ 

  または７×１８＋７×３２＝７×(１８＋３２)＝７×５０＝３５０ かっこを使ってまとめる 

(8)８－９÷３×２＝８－３×２＝８－６＝２ かけ算、わり算を先に計算する 

(9)７×(８－６)÷２＝７×２÷２＝１４÷２＝７ (  )の中を先に計算し、左から計算する 

(10)３４－２８×３９÷４２＝３４－ ①１０９２÷４２   

         ① 

               ②    ＝３４－②２６ 

                ＝８ 

３  

  (1)０.４×３＝１.２  (2)０.５×８＝４ 

(3)０.１４×７＝０.９８ (4)８×１.３＝１０.４ (5)７.８×２.９＝２２.６２ 

(6)３.２÷４＝０.８  (7)６.５÷５＝１.３ (8)３５.１÷９＝３.９ 

(9)６÷２.５＝２.４  (10)９÷０.６＝１５ 

(11)３.７×４＋６＝１４.８＋６＝２０.８ 

(12)４×７.６７×２.５＝４×２.５×７.６７＝１０×７.６７＝７６.７ 

             ９ 
  (13)８.３÷２.９＝２.８６＝２.９ 

  (14)６.１３÷４.７＝１.３０＝１.３ 

 

４  

  (1) 25.041
4

1
 (2) 4.2512

5

12
  (3) 7856

8

56
  

  (4) 125.189
8

9

8

1
1   

  (5) 
10

9
9.0    (6) 

100

49
49.0    (7) 

50

157

100

314
14.3    (8) 

1

5
5     

10

1
1.0  、

100

1
01.0   

 

※３６÷６と考える人が 

多い問題。 

かけ算とわり算だけのとき

は、左から順に計算する。 

(10)は、最初に①かけ算、 

その答えをつぎに②わり算、最後に引き算になる。 

大きな数になる難しい問題。 

特に小数のたし算、ひき算は 

位をそろえることが重要！ 

小数点の位置に 

気をつけよう 

(12)は、左から順にかけ算すると大変なので、 

４×２.５を先に計算するとよい。工夫が必要！ 

上から２けたのがい数で求めるときは 

上から３けた目の数を四捨五入する！ 

分子÷分母で 

小数になります 

(4)のような帯分数は仮分数になおしてから割り算します 

分数は約分して、分母と分子をできるだけ小さい整数にします 



  (9) 
5

2

10

4
   (10) 

5

4

15

12
   (11) 

2

3

16

24
   (12) 

6

5
2

24

20
2   

  ○
4

3
と

5

4
を通分すると…分母の 4と 5を、最小公倍数の 20にそろえるため 

20

15

54

53





 と 

20

16

45

44





 

   つまり 
20

15
 と 

20

16
 になる 

５ 

  (1)
2

3
+

1

4
=

8

12
+

3

12
=

11

12
  (2)

4

3
+

6

5
=

20

15
+

18

15
=

38

15
 

  (3)
2

5
+

1

10
=

4

10
+

1

10
=

5

10
=

1

2
  (4)

9

5
+

8

15
=

27

15
+

8

15
=

35

15
=

7

3
 

  (5)
7

4
+

1

6
=

21

12
+

2

12
=

23

12
  (6)

13

12
+

5

8
=

26

24
+

15

24
=

41

24
  

  (7)
4

5
-

2

3
=

12

15
-

10

15
=

2

15
  (8)

8

7
-

1

2
=

16

14
-

7

14
=

9

14
 

  (9)
7

3
-

9

7
=

49

21
-

27

21
=

22

21
  (10)

2

3
-

1

6
=

4

6
-

1

6
=

3

6
=

1

2  

  (11)
9

8
-

5

6
=

27

24
-

20

24
=

7

24
  (12)2 -

2

3
=

6

3
-

2

3
=

4

3  

 

６ 

  (1)
1

2
´

3

4
=

1´3

2´ 4
=

3

8
   (2)

4

9
´

2

3
=

4´2

9´3
=

8

27
 

  (3)
4

9
´

1

12
=

1

9
´

1

3
=

1´1

9´3
=

1

27
  (4)

6

7
´

3

4
=

6´3

7´ 4
=

3´3

7´2
=

9

14
 

  (5)
5

12
´

9

10
=

5´9

12´10
=

1´3

4´2
=

3

8
 (6)

6

7
´

7

3
=

6´ 7

7´3
=

2´1

1´1
=

2

1
= 2 

  (7)
8

9

42

19

410

59

4

5

10

9

5

4

10

9










  (8)

12

5
¸

8

15
=

12

5
´

15

8
=

12´15

5´8
=

3´3

1´2
=

9

2
 

  (9)
9

4

33

41

216

87

21

8

6

7

8

21

6

7










      (10)

7

2
¸

7

4
=

7

2
´

4

7
=

7´ 4

2´ 7
=

1´2

1´1
=

2

1
= 2 

  (11)15¸
10

3
=

15

1
´

3

10
=

15´3

1´10
=

3´3

1´2
=

9

2
  (12)

3

2
¸ 6 =

3

2
¸

6

1
=

3

2
´

1

6
=

3´1

2´6
=

1´1

2´2
=

1

4  

 

７ 

  (1) 式 ５×７＝３５  答え ３５cm2 (2) 式 ８×８＝６４  答え ６４cm2 

  (3) 式 ４.５×４÷２＝９  答え ９cm2 (4) 式 ８×１０＝８０  答え ８０cm2 

  (5) 式 (４＋８)×６÷２＝１２×６÷２＝３６  答え ３６cm2 

  (6) 式 面積：３×３×３.１４＝２８.２６  まわりの長さ：３×２×３.１４＝１８.８４ 

  答え 面積 ２８.２６cm2  まわりの長さ １８.８４cm 

  ○式 ４×５÷２×６＝１０×６＝６０  答え 立体の名前 三角柱   体積 ６０cm３ 

  

中学では分数の計算は仮分数のままで 

答えますが、(12)はわざわざ仮分数に 

なおす必要はありません。 

たし算、ひき算の後、

約分を忘れずに！ 

 

計算する前に、約分を

しよう！ 

また分母が１の分数

は整数にしよう！ 

割り算は、

逆数を 

かければ 

よい！ 

 

面積や体積

の求め方を

復習してお

こう 



社会科 

１                           

(1) 聖徳太子  (2) 源 頼朝  (3) 徳川家光  (4) 聖武天皇 

(5) 豊臣秀吉  (6) 足利義満  (7) 藤原道長  (8) 織田信長 

 

 ２ 

  （古い時代） １ → ４ → ７ → ２ → ６ → ８ → ５ → ３ （新しい時代） 

 ３ 

  答えとその理由は様々なので、解答例はありません。社会科の教員が、皆さんが歴史学習に対して 

どのように思っているかを授業に生かすために個別に読ませてもらいます。 

 

９ 社会（４７都道府県名） 

１ 都道府県名     をつけたのは間違えやすい漢字です 

北海道 １  北海道    ●札幌 

近畿地方 

２４ 三重（県）  ●津 

東北地方 

２  青森（県） ２５ 滋賀（県）  ●大津 

３  岩手（県）  ●盛岡 ２６ 京都（府） 

４  宮城（県）  ●仙台 ２７ 大阪（府） ×「坂」 

５  秋田（県）    ２８ 兵庫（県）  ●神戸 

６  山形（県） ２９ 奈良（県） 

７  福島（県） ３０ 和歌山（県） 

関東地方 ８  茨城（県）  ●水戸 

中国地方 

３１ 鳥取（県） 

９  栃木（県）  ●宇都宮 ３２ 島根（県）  ●松江 

１０ 群馬（県）  ●前橋 ３３ 岡山（県） 

１１ 埼玉（県）※●さいたま ３４ 広島（県） 

１２ 千葉（県） ３５ 山口（県） 

１３ 東京（都）  ※ 

四国地方 

３６ 徳島（県） 

１４ 神奈川（県） ●横浜 ３７ 香川（県）  ●高松 

中部地方 １５ 新潟（県）  ３８ 高知（県）   

１６ 富山（県） ３９ 愛媛（県）  ●松山 

１７ 石川（県）  ●金沢 

九州地方 

４０ 福岡（県） 

１８ 福井（県） ４１ 佐賀（県） 

１９ 山梨（県）  ●甲府 ４２ 長崎（県） 

みやぎ、とちぎ、いばらきは、 

「城」と「木」がごちゃ

ごちゃになりやすい！ 

 

潟 
媛 

×郡 

 群 

家康ではありません。 

６年社会（上）の教科

書で確認しよう。 



２０ 長野（県） ４３ 熊本（県） 

２１ 岐阜（県） ４４ 大分（県） 

２２ 静岡（県） ４５ 宮崎（県） 

２３ 愛知（県）  ●名古屋 ４６ 鹿児島（県） 

 ４７ 沖縄（県）  ●那覇 

 

２ 赤でぬりつぶすところ（都道府県名と県庁所在地名が違う）   

→都道府県名欄に●をつけてあります。地図上で確認してみましょう。 

１８あります。参考のため、都市名をのせています。 

※東京の場合は、慣例で「東京」となっています。都庁のある「新宿」ではありません。 

※さいたま市は、漢字をつかわないので、県名とはちがうと考えます。 


